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【手続補正書】
【提出日】平成27年11月11日(2015.11.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プライマリユーザによる通信をセンシングするためのセンシングアンテナと、
　第１の送信アンテナと、
　第２の送信アンテナと、
　前記第１の送信アンテナから送信する送信信号を生成する第１の送信手段と、
　前記第２の送信アンテナから送信する送信信号であって、前記第１の送信アンテナから
の送信信号を前記センシングアンテナにおいて打ち消す送信信号を生成する第２の送信手
段と、
　前記センシングアンテナの受信信号から、逐次最小二乗アルゴリズムを用いた最小二乗
平均誤差推定により、前記第１の送信アンテナからの送信信号を抑制するデジタル信号処
理手段と、
　前記デジタル信号処理手段によって処理された前記センシングアンテナの受信信号に基
づいて、プライマリユーザによる通信を検出するセンシング手段と、
　を備える無線通信装置。
【請求項２】
　前記第１の送信アンテナを用いた送信と、前記センシングアンテナを用いたセンシング
とを同時に行う、
　請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項３】
　前記第１の送信アンテナと前記センシングアンテナとの間の距離は、前記第２の送信ア
ンテナと前記センシングアンテナとの間の距離よりも大きい、
　請求項１または２に記載の無線通信装置。
【請求項４】
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　前記第１の送信アンテナと前記センシングアンテナとは、見通し外通信となる位置関係
に設置されている、
　請求項１～３のいずれかに記載の無線通信装置。
【請求項５】
　セカンダリユーザとしての無線通信を行いながら、プライマリユーザによる通信を検出
するための無線通信装置におけるセンシング方法であって、
　センシングアンテナを用いて無線信号を受信するステップと、
　第１の送信アンテナから送信信号を送信するステップと、
　前記第１の送信アンテナからの送信信号を前記センシングアンテナにおいて打ち消す信
号を第２の送信アンテナから送信するステップと、
　前記センシングアンテナからの受信信号から、逐次最小二乗アルゴリズムを用いた最小
二乗平均誤差推定により、前記第１の送信アンテナからの送信信号を抑制するステップと
、
　前記第１の送信アンテナからの送信信号が抑制された受信信号に基づいて、プライマリ
ユーザによる通信を検出するステップと、
　を含むセンシング方法。
【請求項６】
　前記第１の送信アンテナを用いた送信と、前記センシングアンテナを用いたセンシング
とを同時に行う、
　請求項５に記載のセンシング方法。
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